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2/12(土)「地方創生フォーラム群馬 2022」をハイブリッド形式で開催！ 

 

関東学園大学 地方創生研究所は、毎年初春に、群馬県・太田市等と連携し、群馬県の活

性化をテーマとした産学官連携による「地方創生フォーラム群馬」を開催しています。 

通算 5 回目を迎えた今回は、「群馬県の地方創生と太田市での地域連携の取組み～新・群

馬県総合計画に基づく産学官連携による地域活性を考える～」と題して、下記のプログラム

で 2 月 12 日（土）に実施いたしました。 

 

 新型コロナウィルス感染拡大中の時節柄を鑑み、初めての対面・オンラインのハイブリ

ッド形式による開催とさせていただいた今回は、太田市民や群馬県下のみなさまだけでな

く、各地から幅広くご参加をいただきました。対面とオンラインをあわせて 100 名以上の

参加者の皆様とともに、地方創生の可能性を探ることができました。 

 

本フォーラムでは齋藤大二郎 関東学園大学学長・地方創生研究所所長のご挨拶を皮切り

に、第 1 部では群馬県東部振興局・太田行政県税事務所の宮川博之局長より、群馬県の地方

創生と官民共創コミュニティというテーマから、群馬県の新しい総合計画に基づく産学官
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連携のあり方と、太田 6 次産業化 Lab プラットフォームについてお話をいただきました。 

 

つづいて群馬県６次産業化サポートセンターから、菅田（すげた）洋之さまから、群馬県

の 6 次産業化の現状と課題、そして実際の事例をご紹介いただきました。 

 

さらに第 1 部の締めくくりとなるトークセッションでは、関東学園大学 経済学部教授・

地方創生研究所研究員である中村正明をファシリテーターとして、宮川局長・菅田さま、そ

して特別ゲストとして農業生産法人アグリみらい 21 の代表で、オリーブ生産者である山田
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茂さまにご登場いただき、活発な意見交換が行いました。 

 

第 2 部では関東学園大学の学生たちが、太田市を中心に実施する地域連携事業の活動を

ご紹介しました。 

【農業支援プロジェクト】          【地域イベント支援活動】  

 

【SDGs プロジェクト】           【太田キラリ発見 Girls Instagram 発信】 

 

【『広報おおた』「おおたのパン」取材】 【FM TARO「太田を元気に！SmileProject」番組制作】 
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農業支援、地域イベント支援、SDGs プロジェクトに続いて、太田行政県税事務所と連携

した「太田キラリ発見 Girls」による Instagram 発信、太田市の広報課と連携した『広報お

おた』「おおたのパン」取材記事発信、そしてエフエム太郎さまにおいて放送されている「太

田を元気に！スマイル・プロジェクト」の番組制作などについて、発表いたしました。 

                            

第 3 部では太田 ICT 地域活性化研究会から、報告と発表をいたしました。はじめに、ナ

レッジネットワーク株式会社代表取締役で、一般社団法人 日本デジタルトランスフォーメ

ーション推進協会副会長・名古屋大学／熊本大学客員教授の森戸裕一さまから、「DX 時代

の地域活性と企業経営」というテーマで基調講演をいただきました。 

 

つづいて関東学園大学 経済学部准教授・同研究所研究員の中谷淳一をファシリテーター

に、同研究会の進捗報告と、次年度以降の研究会のプロジェクトについて発表いたしました。 
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最後に、関東学園大学経済学部准教授・同研究所研究員の山根聡之から、本フォーラムの

閉会のご挨拶をいたしました。 

こうして全 3 部構成の地方創生フォーラム群馬 2022 は盛況のうちに終了いたしました。 

 

本フォーラムの開催に際して、多くの行政さま・法人さまにご参加・ご後援いただけたこ

とは本学研究所一同、望外の喜びであります。総務省関東総合通信局さま、関東 ICT 推進

NPO 連絡協議会さま、群馬県さま、太田市さま、太田商工会議所さま、太田市新田商工会

さま、上毛新聞社さま、光ネットさま、エフエム太郎さま、FM 桐生さま、そしてジョブラ

ボぐんまさまにおかれましては、今後ともお引き立ていただけましたら幸いです。 

本フォーラムにおいて発表いただいたみなさま、そしてご参加くださったみなさまと有

益な意見交換が沢山できましたことに、心からの敬意と感謝を申し上げます。 

今回もフォーラムの司会を学生が担当させていただいたことに加え、６組の関東学園大

学の学生たちが、産学官連携に基づくフィールドワークの取組み事例を発表しました。学生

にとって、対面とオンラインでのハイブリッド形式での研究発表は、非常に貴重な経験にな

りました。 

これからも地方創生研究所は、「地域連携」・「地域再生」・「地域貢献」を３本の柱として、

群馬県・太田市をはじめとして、地域の活性化に役立つ教育と研究に力を入れて参ります。 

【当日配布パンフレット】 
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【2022 年 2 月 13 日（日） 上毛新聞 第 14 面の記事より】 

以上 

（文責: 関東学園大学経済学部 准教授・地方創生研究所 研究員 山根 聡之） 


